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本実践研究の目的は、「共感的教材理解」を用いた教師と学習者によって共に

教材を創りながら実践した場合の成果を学習者の変容を追うことで明らかにし

ようとした実践的な研究である。

「共感的教材理解」とは、私が提唱する教材理解の方法である。「共感的」と

は、学習者と教師とが、「共に視る・共に考える・共に解決する」ことで学習に

ついて互いに共感しようとすることを表している。

実践は、表現運動と跳び箱運動に取り組んだ。学習者の教材理解と、学習指

導要領で求められている目標とのズレを修正する視点から、効果的な活動を共

に思案し、実践した。その結果、学習者の教材理解を変化させ、学習への取り

組み方を変容させた。そして、学習者は主体性や協働性を発揮し、運動の楽し

さや喜びを感じることができていた。教材は一方的に与えたり与えられたりす

るものではなく、その学習に参加する教師と学習者とが共に教材について考え

ながら学習に取り組むことが大切だということが明らかになった。


